
研究班番号【 ７２】

英語とアートと相性の良さから英語力とアート力の身に着け方を考える
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要約
《 CLIL》という英語の習得法を参考にして、英語を用いてアートを学ぶことで相乗効果が得られると同時に、現

代で求められているデザイン力と英語力を身につけることができると考えた。アートという視覚的な情報と記憶力

や想像力の関係を調べることでアートと英語の相性の良さを検証し、アートの授業を英語で学ぶことが有効だと

いう結論にたどりついた。

１．はじめに　
　IT技術の発達やグローバル化が進む中で、IT技術が人間の正確性や効率性を上回り、精密な作業や単純

な作業がロボットに取って変わられつつあると言われている。

　それゆえ、これからの若者に求められるスキルのひとつは、英語力である。今や英語は世界中でコミュニケー

ションの手段として広く用いられているからである。



　グラフ①はそれぞれの言語を公用語として使用している国の数を調べた結果を、グラフ②は世界のインター

ネット人口41.5億人を使用言語別に分けた結果を表している。このようにグラフにまとめて視覚化すると、現代

における英語の重要性がよく分かる。

　若者に必要なスキルのもうひとつはデザイン力だといわれている。デザインには想像力と感性が必要である

ため、ITが発達しても、人間が持つそれらの能力を肩代わりするのは難しいとされているからである。

　デザインというものはアートの延長線上にあるため、デザイン力を身に着けるためにはアートを学ぶ必要があ

る。英語とアートというものは一見すると全く関連がなさそうに見えるが、お互いの特性を同時に学ぶことで別々

に学ぶよりうまく学べるのではないかと考えた。

　アート、つまりイラストや写真などの視覚資料を用いることでイメージと結びつけて英単語を覚えやすくなると

いうメリットが考えられる。また、英語でアート作品を学ぶことで異文化の知識を身に着けることができる。例え

ば、西洋の宗教画は聖書という同じテーマに基づいて描かれるので、国や時代背景、作者の着眼点によって

聖書に登場する人物の描き方が異なる。このように、アート作品はその国の文化を反映しているので背景知識

を習得できるということだ。

　また、アート作品を見て感じる抽象的な心の動きを文章に落とし込むことで、その作品への理解がさらに深ま

ります。それを英語で行うことで、英語の表現力の向上にもつながると考えられる。海外の人ともアートについ

て話し合うことができるようになると、多様なデザイン力を身に着けるための基礎教養を得ることができると考え

られる。このことから、CLILという勉強法を用いて授業の題材にアートを用いることで、英語とアートをうまく学べ

るのではないかと考えられる。根拠として相原正男の美術作品を見ると脳の前頭前野という部分が活発になる

という研究結果もあり、これは英語を勉強するときによく働く部位と同じである。また、CLILで英語を使ってアー

トを学ぶことで、アート作品に触れる機会が増え、異文化の背景知識も身に付きやすくなると考える。

２．研究手法
高津高校生の２年生３６人とⓑをⓐの二つのグループをそれぞれ16人ずつに分け、ⓐのグループにはそ

の英単語を画像を用いて覚えてもらい、ⓑのグループには画像を使わずに英単語だけで覚えてもらった。暗

記と記憶についての文献を参考にして暗記期間を１日で、目安は１０分を設けて作業に取り組んでもらい、翌

日の放課後に同じ教室、つまり同環境で５分の制限時間を設けてテストを実施しました。英単語はそれぞれ

発音やつづりが似ていて、覚えにくいものをイメージ図を用いると、より効果的に英単語を覚えることができる

という仮説を検証することを目的として、以下の実験を行なった。



３．結果

aグループ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂグループ

実験結果は以下のようになった。

　絵や写真などのイメージなし　　　　　　　 絵や写真などのイメージなし

　平均点：8.777…　　　　　　　　　　　　　    平均点：9.111…

　最低点：3                                     　　最低点：3                       

　最高点：14                                        最高点 :14

　

絵や写真などのイメージを用いて覚えたグループの方が、平均点が0.4点高くなった。

　ほかにも研究過程で調べた資料や論文（日本語と英語のと英語の同じ意味の単語について深い意味や歴史

から来た意味を探る）によれば、身近にあり、具体的な視覚的なイメージとしてとらえることができるものや、一度

見たことがあって既に知っているもの、言葉は違えど、様々な国において共通認識があるもの（山、川など）ととも

に言語を学ぶことによってイメージと言葉がリンクして定着率が上がる。

４．考察・まとめ
先ほど述べたように、文字情報のみでなく絵や写真などの視覚資料も用いるほうが英単語の習得が早く効

率が向上するのではないかという私たちの仮説を実験によって裏付けることができた。

先述した、美術作品を見ることで記憶力や創造力、表現力を司る脳の前頭前野が活性化することと合わせ

ると、アートと英語を同時に学ぶことは、その部位を働かせながら英語力を伸ばすことにつながると考えられ

る。つまり英語のコミュニケーション能力の向上がはかれると考えた。　加えて前述のようにアートを学ぶことが

異文化の背景知識を身につける機会になることから、英語と同時　にアートを学ぶことがこれからの社会に必

要な能力を　養える授業になるのではないかと考えた。

そこでその効果をいかすためには、芸術作品を見ながらそれを英語で説明したり、説明を聞いたりして、視

覚情報と言語をリンクさせることや、芸術作品に描かれているものを英語に訳してみるなどの手法をとるという

ことが考えられる。
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